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研究成果の概要（和文）：近年、多数の新出文書が発見された賀茂別雷神社文書について、今後

学界での利用に供すべく、算用状類を中心にデジタル撮影を行った。それらをもとに、織田・

豊臣政権による京都支配や天正検地の実態について新たな知見を得た。また算用状や土地台帳

類をもとに、賀茂社が膝下所領である六郷に課した種々の税目の賦課実態・使途を分析し、社

領の支配構造とその変質について概要を解明した。 

 

研究成果の概要（英文）：Digital photography was performed on the Kamo Wake Ikazuchi 

Shrine documents, which include many newly-discovered historical records.  Through 

analysis of the documents, much new knowledge was acquired about Kyoto during the rule 

of the Oda and Toyotomi Administration, and of the Tensyo land survey.  In addition, 

through analysis of financial record books showing income and expenditure, and of land 

ledgers, an outline of the rule of the Kamo Shurine estate and the process of its decline was 

elucidated. 
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１．研究開始当初の背景 

(1)賀茂別雷神社文書は、平安期以降の文

書・記録類を伝え、京都近郊にあってとりわ

け戦国期から近世初頭の文書を大量に含ん

でいることから、賀茂社固有の氏人組織や往

来田制度、膝下の賀茂六郷や地方荘園などの

社領研究、また京都地域の政治史研究を行う

上での重要な史料群として注目されてきた。

明治以降、賀茂社をはじめ、東京大学史料編

纂所、京都国立博物館などによって数度の整
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理・調査がなされ、その一部は写真帳・影写

本などの形で利用に供されており、須磨千穎

による氏人惣中や賀茂六郷の復元的研究と

いった優れた成果も生み出されている。しか

し、活字化が進まず、史料群の全体像が把握

されていないため、賀茂社文書がこれまで研

究に十分活用されてきたとは言い難い。 

(2)しかるに近年、1997～2002 年度にかけて

京都府教育委員会が行った悉皆調査により、

新たに 3000 点を超える古文書・古記録が発

見された。その成果は同教育委員会編『賀茂

別雷神社文書目録』（2003 年）にまとめら

れ、ここに 14000 点に及ぶ同文書の概要をよ

うやく知ることができるようになった。 

新出史料を含めた賀茂社文書の全容が示さ

れたうえは、一日も早い史料の公開がまたれ

るところであるが、諸般の事情により、早期

の公開は望みがたいのが現状である。 

申請者は京都府調査に参加し、その後、賀茂

社の許可を得て新出史料を中心に若干の文

書を紹介・分析した経緯もあって（2003～

2004 年度科学研究費補助金・基盤研究Ｃ「戦

国期三好氏権力の基礎的研究」）、貴重な史

料群を研究者の利用に供すべく、賀茂社の協

力を得て、本研究を計画した。 

 

２．研究の目的 

(1)中近世移行期研究にとって貴重な素材で

ある賀茂社文書をデジタル撮影して、本研究

の分析材料とするとともに、研究終了後は、

東京大学史料編纂所等で公開し、広く一般研

究者の利用に供すること。 

(2)そのうえで、戦国期から近世初頭を主た

る対象時期とし、３つの研究テ－マを設定す

る。 

①賀茂社社中・氏人組織の内部構造および賀

茂社祭祀・神事の研究 

・賀茂社固有の氏人組織とそれを基盤とした

社中諸組織の構造を復元的に解明する。 

・当該期における賀茂社の個々の祭祀・神事

の実態と総体としての賀茂社祭祀の構造、お

よびその変容の様相を、政治権力や地域社会

との関係性に配慮しつつ分析する。 

②賀茂六郷の在地構造の研究 

・膝下所領である賀茂六郷について、須磨千

穎による研究を前提に、景観復元の精緻化を

図る。 

・賀茂社・氏人による往来田経営のシステム

や賀茂社による地下支配の在り方など、六郷

における土地所有構造や在地支配構造を具

体的に復元分析する。 

③当該期京都地域政治史の研究 

・各政権による賀茂社・京都支配の具体相を

跡づけ、京都地域をフィールドとして中世的

支配体制から近世的統一国家への変容の過

程を解明する。 

・当該期政治史研究上重要な新出史料を翻

刻・紹介する。 

 

３．研究の方法 

前述した３テーマの研究を進める具体的な

方法・手順は以下の通り。 

(1)賀茂社社中・氏人組織の内部構造および

賀茂社祭祀・神事の研究について 

①氏人中置文や諸算用状の署判から、氏人組

織の構成や番毎の構成員、諸種の役織者が判

明する。これらをもとに、各時期の社中・氏

人組織の構成と変遷、氏人個々の実名・通

称・官途・役職およびその変遷、氏人諸家の

系譜などの基礎データを作成する。 

②祭祀・神事の儀式次第や注釈書、日次記等

の分析により、当該期における賀茂社祭祀・

神事の実態と中世から近世における変容の

過程を、政治史・社会経済史の視点も踏まえ

ながら考察する。 

そのうえで、祭祀・神事が賀茂社・氏人集団

の内部および六郷地域の在地支配上果たし

た社会的機能・意義を明らかにする。 

(2)賀茂六郷の在地構造研究について 

①賀茂六郷について、関連する売券・譲状・

指出などから得られる地字名、面積、斗代、

所有権・耕作権など諸権利保持者等の情報を

田地毎に集積し、前掲須磨による復元地図上

に落とし、地目や土地条件、諸権利関係など

土地所有の実態を具体的に復元考察する。大

徳寺文書に含まれる多数の賀茂社領関係史

料もあわせて分析の対象とする。 

②氏人による往来田経営、氏人中と地下中

（百姓）との関係など、賀茂六郷の在地構造

と賀茂社による支配の在り方について考察

する。その際、宗教領主としての賀茂社支配

の特質に着目し、他地域・他寺社領との比較

検討も行いたい。 

③賀茂社文書以外にも、東京大学史料編纂所

の所蔵する賀茂社関係史料（競馬方等算用状、

賀茂社社司日記ほか）の原本調査や、史料編

纂所で撮影した賀茂社文書・大徳寺文書の調

査も実施する。 



(3)当該期京都地域政治史の研究について 

当該記政治史研究上重要な未紹介史料の翻

刻・紹介を行うとともに、戦国期から近世初

頭に至る各政権の京都支配の様相と特質を

解明する。ひいては賀茂社ならびに京都地域

の当該期における変容の過程を構造的に分

析・考察する。 

 

４．研究成果 

(1)職中算用状の分析による中近世移行期の

賀茂社財政の実態の解明 

①永禄年間後半～天正年間前半にかけて賀

茂社財政は悪化し、太閤検地により社領が減

少する天正年間後半以降には、財政はかえっ

て安定化する。これは氏人が留保する内部資

本を惣中が借用することによって実現され

た。 

②財政状況が悪化する元亀・天正年間には非

月例の算用状（錯乱方、乱入方、御音信方算

用状）が多数作成されており、社領・境内の

安全保障のため織田政権との活発な交渉が

なされていることが判明する。 

(2)賀茂六郷に対する収取制度と支配構造の

解明 

諸種算用状や土地台帳・売券類から、賀茂社

は膝下所領である六郷に対して、神事用途別、

人別、社寺別の本役公事と御結鎮銭を賦課し

ていることが判明する。その賦課の在り方と

特質の分析を通して、戦国期に至り本役収取

システムが破綻をきたすなかで賀茂社は収

取の重点を前者から後者へと移し、それにと

もなって土地台帳の様式・内容も変化するこ

とが明らかになった。 

(3)多数の新出史料を含む賀茂社文書画像デ

ータの集積（今後公開予定） 

(4)天文～天正年間の氏人データベース（諱、

官途・名乗り、役職、花押画像）の作成 

(5)職中算用状、西賀茂検地帳（イエール大

学所蔵）など賀茂社文書、賀茂社関連文書の

翻刻・紹介 

(6)東京大学史料編纂所撮影写真帳と京都府

教育委員会編『賀茂別雷神社文書目録』との

対照表の作成 
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